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アポリネールと雑誌M%D―乱D
伊勢 晃
I
アポリネールは人間性も作品も第一次大戦以前とそれ以後で変化した、という論調
が今なお続いている(1ゝ特に頭部に負傷を受けてからは、精神異常がおきたとか愛国
主義的になったなどという誤解のために、彼の晩年の活動が正当に評価されていると
はいいがたい。頭部の負傷がアポリネールの創作活動に影響を与えなかったことは、
1917年に発表された作品や記事の数が、1913年についで多いという事実や、詩作
以外の分野つまり映画シナリオや劇作品などの執筆を彼は精力的に行つていたこと
からもあきらかである(2ゝむしろ逆にこの事件以後、詩人の創作意欲は増したと考える
ほうが正確であろう。ダダイスムやシュルレアリスムにつながるアポリネールの位置を理
解するためには、これまであまり重要視されてこなかった彼のこの時期の活動を再検
討することが必要である。
本稿は、ピエール・ルヴェルディの雑誌NOD―St/Dとアポリネールとの関係に着目
することで、負傷後の詩人の創作活動の一端を明確にすることを目的とする。その理
由は、雑誌NOЮ″S1/Dには創刊当初からアポリネールを中心に集結しようという編集
者の意図が感じられ、アポリネールも定期的に作品を発表していることから、パリでの
文学、芸術活動に復帰したアポリネールと彼以後の新しい芸術の担い手となる詩人、
作家たちとの影響関係があきらかになると予測されるからである。
以下では、雑誌M%DSのが発行されたいきさつを概観したあと、当時のアポリ
ネールの状況も考慮しながら、そこに発表された作品を具体的に分析する。そして特
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に詩人とこの雑誌との関わり方の変化に注目することによつて、この時期のアポリネー
ルが、のちにダダやシュルレアリスムに進むことになる新しい詩人や芸術家たちの試
みといかなる関係にあつたのかを考察したい。
Ⅱ
雑誌Ⅳθ側ゝS1/Dは編集長ルヴェルディのもとで、1917年3月から1918年10月ま
でに全 16号が刊行された。このタイトルは当時のパリにおける文学0芸術活動の発信
地であつたモンマルトルとモンパルナスを結ぶメトロの路線名からとられたものである。
MttD―Sこの は、タイトルの下に印刷された<REVLIE LITTЁRA RE>という文字が示す
とおり、文学作品や批評記事を中心に構成されている。主な執筆者は、アポリネール、
ルヴェルディ以外に、ウイドプロ、ジャコブ、スーポー、ツアラ、デルメ、ブルトンら若い
文学者でしめられていた。注目すべきことは、アポリネールを中心に集結するという編
集者の意図が、創刊号の最初の記事でイタリック体で強調されながら、語られている
ことである。
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(MθJttD―SじD No.1,15 mars 1917)
草稿の発見によつて、これはアポリネールが執筆したものであることがわかつている。
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0.S>という署名から考えれば、この記事は他の執筆者たちと共同で書かれたもので
あると仮定できるが、重要なことは創刊号の最初にこれが掲載されているという事実で
ある(3ゝ上述したことを考えあわせれば、MttD―S1/Dは創刊当初、詩人アポリネー ル
を中心とした文芸雑誌という方向性をはっきりと打ち出していたことがわかる。この点
は、総合芸術を目指した雑誌、つまリアポリネールが編集長を務めていた戦前の雑誌
Zes肋′rιθsルPaガsやアルベール・ビロの雑誌Xと大きく異なつていることである(4)。
またアポリネール自身も MttD―乱Dにおける詩人としての役割を理解し、定期的に
詩作品を発表している(5ゝ
まず、創刊号の内容について詳しく検討してみよう。表紙に印刷されている日次の
先頭には、アポリネールの詩《La Vlctoire》が記されている。しかし実際にはこの詩が
一番 目に配置されている作品でないことを考えると、アポリネールを中心に集結すると
いう編集者の意図がよくわかる。作品の配列は、すでに引用したアポリネールによる
記事、デルメの評論《Quand le symb01isme fut mort.…》,ルヴェルディの《Sur le
cubおme》
“
)そして詩《La Victoire》、ルヴェルディ、ジャコプの作品と続く。そして最後
に《Le stёnographe》という署名の入つた《Entre autres choses》となり、ここはカフェ・
ドゥ・フロールでアポリネールを中心とした会が毎週開かれていることが報告されてい
る。この配列からはっきりとわかるように、Mνリ Sー切)の創刊号は一種のマニフェスタ
シオンとしての性格をはっきりともつており、象徴主義の終焉した現在、文学における
キュビスムが新しい地平を開くことを宣言している。ルヴェルディの記事《Sur le
cubisme》には具体的な固有名詞がまったくあらわれないことを考えると、ルヴェルディ
自身が独 自のキュビスムを定義したものであるともいえよう。われわれは倉J刊号のうち
に、キュビスムを擁護したアポリネール(7)を中心に集結するという特徴とともに、文学に
おける新しいキュビスムをめざすルヴェルディの強い意志も、読みとることができるの
である。
アポリネールはNOm―■の では詩作を中心にした活動をしているが、第 4,5号合
併号で評論《Bauddaire dans b dom」ne public》6)を発表し、この「非情の美学」の詩
人について論じながら、みずからの詩学について言及している。アポリネールはこの
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なかで、ボードレールの予言的精神や独創性、新しさが現在まで生き続けていること
を指摘し、フランスの偉大な詩人としてだけではなく、世界の詩人としての位置づけが
必要であるという。しかし、ボードレー ルの生活嫌悪の情熱は、あらゆるものを有害な
何ものかに変化させることを目指すものであり、これは彼の固定観念に過ぎず健全な
現実ではないと批判し、『悪の華』の詩人の影響から逃れるときが来ていると断言して
いる。すでに指摘したとおり(9)、アポリネールは予言者としての詩人の直観から、旧来
の時空意識を 180度転換させる科学技術がもたらす万華鏡的な都会の光景を、新し
い文学を成立させる重要な要素として作品に描写する。強調されるべきことは、このよ
うな姿勢が、彼の新しい社会に対するオプティミスティックな見通しに裏付けされたも
のであり、決して科学万能主義によつて崩壊する人間性を憂えたペシミスティックな姿
勢のみから生まれていることではない、ということであった。飯島耕一が述べるとおり、
「悪しきもの、まがまがしく見える世界をも、彼は、明るいほうへ救い出そうとした。それ
はむろん言語を、現実の視覚を変えることによつて」(1°)であつたのである。第一次大戦
の負傷後であつてさえ、アポリネールの新しさを目指す詩学は何ら変質していないこと
が、このボードレール論からはつきりと読みとることができる。また、MttD―Sのという
新しい詩人たちの創作現場において、このような意思表明をおこなうことは、ルヴェル
ディたちにとつてだけではなく、アポリネール自身にとつて、パリでの文壇復帰を強く
印象づけるうえで大きな意味をもつものであつたに違いないのである。
Ш
アポリネールがMνりSd)に発表した詩は、第 1号の《La Victoire》から第 6,7号
の《A Luigi Amaro》までが、この雑誌が初出であり、発表直前に執筆されている。しか
しこれら以外の詩、つまり第 6,7号の《Fagnes de Wa1lonie》から第 10号の《Chant
d'amour》は、いずれも1915年から1916年の初めに戦地で書かれ、婚約者マドレーヌ
に送られていたものを再掲したものである。また、第12号に発表された2つの詩には、
それぞれ 1915年12月、1915年4月3日という日付がはっきりと言己されている。これら
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のことから考えると、アポリネールがNOЮ―S班)に積極的に詩を発表したのは第 6,7
号までであると推測できる。われわれが注目したいことは、1917年12月の第 10号に
掲載されたルヴェルディによる《Exposition》の項目である。この記事において、ルヴェ
ルディはサルモンが行った講演について触れ、また翌月号でその詳しい報告をして
いるが、同じ時期、つまり1917年11月26日にアポリネールが行つた講演《L'Esprit
nouveau et les Poёtes》についてはまつたく言及していない。
EXPOSIT10N.―Le inanque de place nous oblige a remettre au prochain nurrlёro
le compte rendu de l'exposition et du concert qui ont eu lieu rlle Huygens.MoSalinon
qui se nourrit,pour la critique d'art,de M.Louis VauxheHes y a fait une con“rence qui
a bien durё quinze nlinutes.Iメex,osition a durё du 22 novembre au 12 dttcembre.
(下線は引用者による)
岬 ―S1/D No。10,dёcembre 1917)
Mりの一S1/Dではアポリネールのこの有名な講演について一言も語られることはな
い。この事実は、《L.Esprh nouveau etにs Poёtes》に対するルヴェルディの失望を十分
に示すものだといえよう。ルヴェルディのアポリネールに対する態度の変化は
MttD―Sこの の編集方針にもあらわれている。
1918年1月、第H号の第 1ペー ジにM%D―S"の広告が掲載され、タイトルの
サイズと比べれば不釣り合いなほど大きな文字で、《Pierre ReverdゝD汁 cteur》と書か
れている。この同じ広告は第13号まで連続して掲載される。また、第 12号以降、最終
号の第 16号まで雑誌の表紙に記される目次の欄では、ルヴェルディの名前がつねに
先頭に来るようになっている。このことは、アポリネールを中心に集結するという
MttD―S切)の当初の目的が完全に消滅し、ルヴェルディを中心にした雑誌へと変化
したことを明確に示す事実であり、上述したような講演《L'EspHt nouveau etにs
Poёtes》に対するルヴェルディの反応、そして第 12号に発表されたアポリネールの 2
篇の詩をめぐる問題、さらに、この号以降、アポリネールがこの雑誌に詩を発表してい
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ないことも、この変化を証明するものである。それでは、このようなAθRD―Sのの変貌
は、アポリネールの講演に対するルヴェルディの失望だけが原因なのであろうか。ア
ポリネールの当時の状況を考慮しながら、この問題について検討しよう。
Ⅳ
アポリネールの詩の執筆数は 1917年の半ば以降減少 し、1918年には彼はほ
とんど詩を発表 していない。これは、M%D―S1/Dに詩を執筆 しなくなる時期と
も一致する。アポリネールの詩作が減少 した理由はいくつか考えられる。まず
彼の病状が悪化 したということである。アポリネールは 1918年1月に重体に陥
り、2月までほとんど活動することは出来なかった。彼が同年 H月の初頭に死
亡したことを考えると、1918年の活動は実質 8ヶ月間である。しかし、詩作品
以外の執筆は積極的に行つていることを考慮すれば、病気のために詩作を中断
したということだけでは、完全な理由にはならないであろう。
次に考えられることは、アポリネールがジャーナリス トとしての仕事に忙殺
されていた、ということである。彼は生活のために、さまざまな雑誌に記事を
書かねばならず、そのことを友人たちにあてた手紙などで嘆いている。しかし、
死後に出版されることになる、作品の完成原稿や書きかけの原稿が、彼の机上
に残されていた(11)という事実があるため、ジャーナ リスティックな仕事だけを
していたというわけでもない。そこでわれわれは、この理由をアポリネールの
詩のもつ性格の変化に求めたい。
デコーダンやビュルゴスまた日本でも飯島耕一など多くの研究者が指摘する
とお り、1918年のアポリネールの詩は伝統的なものになつてゆく傾向がみられ
る。また実際に、アポリネールがオー ド詩篇を執筆 し、ビカソの絵入 りで出版
したいと考えていたこと、クラッシクな形式のなかで自分の詩の調子を一新さ
せようとしていたことは、1918年にピカソに宛てた2通の手紙からも知ること
が出来る。
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[Damgan 13 aoOt 1918]
Je fais une sёri  d'Odes que tu illusteras si tu veux bien et que nous vendrons
nous-lnemes.
ぱ」,p.174.)
J'essaye de renouveler le ton poёtique mais dans le rythme classique。(.…)D'autre
pa威,je ne veux pas non plus revenir en a面ёre et faire du p ttiche.
『
=И,p.181.)
晩年に書かれた彼の日記のなかにも、古いもののなかに詩を見いだすアポリ
ネールの姿勢があらわれている。
27“vrier  TOut deviendra Poёsie,1lhistoire devient fable,les ottetS eux―memes
en devenant anciens se parent de poёsi .Le respect aux vieillards,le culte des lnorts,
tout cela est ia preuve de cette transforrnation de tout en poёsie,en ame de rien.
CJa夕rP2αムp.158.)
アポリネールの詩が伝統的な方法へと傾斜するのは、彼が秩序へのあこがれ
をもつたからではなく、新たな詩形式を発見するためのひとつの実験的試みで
あつたのではなかろうか。 しかし、この新 しさの探求は決 して容易なものでは
なかった。アポリネールが新 しい詩を生み出すことに困難を覚えていたことは、
自伝的小説Lげ初″`
aSSliscの第2章に詳細に語られている。
Douce poёsie! le plus beau des arts!Toi qui suscites en nous le pouvoir crёateur
et nous rapproches de la divinitё, les dёceptions n'ont pas abattu l'amour que je te
portai dёs ina tendre enfance! La guere meme a augmentё le pouvoir que la poёsie
exerce sur inoi et c'est grace a l'une et a l'autre que le ciel dёsOrmais se confond avec
ma tete ёtoilёe.Douce poёsie!je regrette que l'incertitude des temps ne me permette
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pas de me livrer a tes inspirations touchant ia matiёe de ce livre, mais la guerre
continue. II s'agit, avant d'y retournet d'achever cet ouvrage et ia prose est ce qui
convient le nlieux a rna hate.
ぱζp.417.)
語り手は、諸芸術の中で詩がもつとも美 しく、幼い頃から自分の愛を捧げて
きたものであり、戦争体験でさえ詩が自分に与える影響を増大させたが、今は
世の中が不安定であるために、詩に身をゆだねることが出来ないと告白する。
そして、いずれは詩にたち返ることになるが、散文の方が急ぎの要請によりよ
く答えるものだと語つているのである。しか し、彼の日記からもわかるとおり、
アポリネールの詩を求める気持ちは、この時期に一層強くなつていたに相違な
い。
V
以上のことから、われわれは次のような結論に達 した。アポリネールは、伝
統的な形式の中に新 しい詩を見いだそうと模索 していたが、戦争中という状況
や生活のための執筆という現実的問題があり、新 しい詩を生み出すのは困難で
あった。また、詩人は自分の死が近いことをはつきりと意識 していたために、
執筆途中の作品を完成させる必要も感 じたであろう。そ して何よりも、諸芸術
の総合という彼の芸術観を実践するために、映画のシナリオ執筆も含め(12)、自
分にとつて新 しい分野の散文作品を執筆することのほうに精力を傾けたのであ
る。
しかし、MttD―Sこの 創刊号の巻頭に掲げられた文章のように、若い詩人がア
ポリネールに期待 していたのは彼の詩人としての活動であり、そのことはアポ
リネール自身がもつともよく理解 していたことであった。このことは彼が講演
《LlEspHt nouveau et les Poёtes》を行つたことからも明白である。ところが、ル
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ヴェルディやブル トンをはじめ多くの若い詩人がアポリネールに期待 したもの
は、よリー層革新的で大胆な創作態度であったために、この講演に失望を覚え
る。ダダやシュ^ ルレアリスムヘと向かう新 しい詩人たちにとっては、アポリネー
ルの詩における革新性、新 しさは、次第に過去のものとうつったのではなかろ
うか。雑誌 MttD―Sa)におけるアポリネールの活動時期とそれ以降の変化のす
べてが、このことを明確に示 しているのである。
今後はそれぞれの芸術家の活動の中で、この雑誌がいかなる意味を持ってい
たかを考察するとともに、ここに発表された作品を詳細に分析することにより、
この大きな転換期がおとずれる過程をさらに詳 しく検討することが必要である。
これらの点に関しては稿を改めて論じたい。
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注 :
(1)アポリネールに関するこれまでの誤つた認識や不正確な記述を訂正するという意味も含めて、
ジャン・ビュルゴス,クロー ド・ドゥボン,ミッシェル・デコーダンら3名の研究者がИρο〃′″α姥 ,
θ″Sθ″″θ,Honott Champion,1998を出版している。また、アポリネールの晩年である1918
年の詩人の活動を分析した研究書には次の2冊がある。
J.Burgos θ′θ′, ο々〃′″α′″θ″ノ98,Mёddiens Klincksieck,1988.
M.D6caudin g′αノ,f9ノ∂α々θ〃′″α′″,L'Harmattan,1999.
。)この点については、雑誌邸Cと劇作二θs M7″′θsル乃奮J鰐との関係やインタビュー 記事
の内容、映画シナリオの執筆、そしてピカソやブルトンに宛てた手紙の内容などからすでに
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ノ9ノ7-ノ926、Flamnanon,1975,p.239。)
0』覚srL務,脇ぷ%7器:1鷹「だ翌L暦棘1:T=1:調器胤ζ
FranOaiscs,mars 2001(印刷中)および上記研究発表を参照。
(5)このことはアポリネールがルヴェルディに宛てた手紙からもよくわかる。例えば1918年1月あ
るいは 2月初めに病院から差し出された手紙では、かなり重病であつたにもかかわらず起き
籍 rri繁舞 ば霜省 雷 窪 喬l脱牌 Tl・螢訴 8:需葛覗 r」l鳩
者であるミシェル・デコー ダン氏に御教示をいただいた。)
(0この記事は第3号で英語訳の《On thc cubヽmc》とともに再掲されることになる。
①当L嘉実現琵γど童二lF夕3霧房裏馨足iZi五轟ぎ蜃 繁距聾詐正Ё
を追悼する記事では、アポリネールを未来派の一詩人であるという誤解が多くみられる。また
アポリネールの死を報じていない新聞さえ存在している。
(PiCrre caizergues《I£Jounlaliste〉〉,″θ′′″αj″θ″ノ9ノ∂,pp.41‐64.)
(8)この評論は 1917年8月に叢書くLcs Mdttes dc rAmollr》の一冊 二α“
ソ
“
′ο″f“θル
働α″′θs βα
“
″′α′″の序文で再録される。
θ)拙稿『アポリネールにおける「エスプリ0ヌー ヴオー 」の総合的研究一一散文作品の新しい位
置一一』,博士論文(関西学院大学),1998
0の飯島耕一『アポリネール』美術出版社,1966,p.190.
(H)二αル″″θ αSSrsθ,動ル“r″
″グ ,Casa■lava,ι%晟加θ"rルS`ね
″χ万″sなど。
(1助アポリネールは、1918年にブルトンにあてた手紙で、映画のシナリオを12作品書き始めて
いると述べている。この時期のアポリネールの活動のなかでは映画という視点が常に大きな
位置を占めていたと言うことができよう。
(文学部非常勤講師)
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辞、Entre autres choseのなかで
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1917
4
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public
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Al′uigi Amaro
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前号と同じBibliographicChronique mensuelleが最初の記
事に変わる(今までは最終記
1917
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LAGuerre et nous autres
跳 part
前号と同じBibliographieReverdyの作品が先頭のほうに
移る
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11
Le VignerOn champenois前号と同じB bliographieJacobのLes Mots enliMё,
Soupaultθ)Sourrance
Demёeのカリグラム詩Radiateur
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12
Chant d'almollr 前号と同じBibliographieBraqucの評論
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1
前号と同じBiblio3raphie1ペー ジロにNOD―Sのの広
告,大きな活字でPierre Reverdy,
nirPrtellrル彗かねス _
1 1918
2
0“an de terre
Vers ie Sud
前号と同じBibli鯉卿phie 1ペー ジロにM%のSのの広
告,その次にReverdyのNote
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1918
3
前号と同じBibliographie1ペー ジロにNOu―Sこの の広
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Ca〃な胤″″Sの紹介
前号と同じBibli鯉閾phie
Reverdyのカリグラム詩Espace
l 1918
lC
最終号
ReverdyのNote,P∝mc,
Cinёlnatographc
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